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一人暮らし高齢者の栄養状態

とくにビタミンA，B1，およびCについて

山上 雅子 野山 修 西村いづみ

目的　一人暮らし高齢者のビタミン栄養状態を明らかにし，その関連要因を検討する。

方法　東京都八王子市西部の一地域に居住する一人暮らし高齢者を母集団とし，アンケート，問診，身体測

定，血圧測定および血液検査からなる横断調査を行い，これらの結果を分析した。

成績　1)　調査に参加した高齢者は98人で，母集団の61％であった。調査参加者は日常生活活動度が比較的

高く，健康状態を概ね良好と感じている者であった。

2)　血清中ビタミンA濃度が正常値の下限とされる67 IU/dlを下回った者が1％，全血中ビタミン

B1濃度が同様に40 ng/mlを下回った者が33％，血清中ビタミンCが同様に0.4 mg/dlを下回った

者が4％みられた。

3)　全血中ビタミンB1と血清ビタミンAとの間，および全血中ビタミンB1と血清ビタミンCとの

間に相関関係が見られ，特にB1濃度が35 ng/ml未満の者（調査参加者の約10％）では，それ以

上の者に比べてA濃度もC濃度も有意に低かった。

4)　これら血中ビタミン濃度と社会経済的状態，身体状況および食生活状況との関連を検討した。血

中濃度が高いことはビタミン剤の服用と関連していたが，血中濃度が低いことは，本人が食事作

りに負担感を持つ，食品の組合わせをあまり考えないで食事する，主食が3食とも米飯であると

いう食行動，姿勢と関連していた。

結論　本研究調査に参加した一人暮らし高齢者のビタミンA，B1およびC栄養状態は，これまでに報告さ

れた在宅高齢者と大きく異ならない水準にあった。しかしビタミンB1栄養状態が非常に低い約10％の

者にあっては，ビタミンAもCも低い栄養水準にあり，食物摂取が不適切であることが推測された。

また，これらビタミンの栄養状態の低下と健康的な食生活への関心の希薄性を示す食行動，姿勢との間

の関連が示唆された。
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